
〒639-1160 北郡山町211-3（☎54-8000　  54-8001）
開館時間　9：00～ 21：30 （受付は20：00まで） 

〈12月の休館日：5日（火）・12日（火）・19日（火）・20日（水）・26日（火）
年末年始：12月28日（木）～令和6年1月4日（木）〉

市長てくてく城下町217

昔　時計屋のおじちゃんに聞いた話
はじめて時計ができるまでは
時間なんてなかったのさ
・・・・・
出演者全員がカーテンコールで歌い上げてきた

『昔々、誰かに聞いた話』の冒頭ですが、なぜかいつ
までも心に残る歌詞とメロディーです。
稗田阿礼が語り伝えた古事記が編さん1300年を

迎える3年前の平成21（2009）年、公募で集まった3
歳から75歳まで、33人の劇団員（ほとんどがまった
くの素人でした）により、歌劇『古事記（ふることぶ
み）』の稽古は始まりました。
脚本・演出は本市稗田町の出身で劇団カムカムミ

ニキーナを主宰する松村武さん。
劇中歌の作詞・作曲はすべて、のこぎり奏者とし

ても有名なサキタハヂメさん。
これをきっかけに生まれた市民劇団『古事語り部

座』による初演（平成24年）は古事記の懐かしい物語
が満載で大好評でした。
その後、古事語り部座は『郡山千本桜』（平成26

年）、『ちゃもり』～興正菩薩叡尊異聞～（平成29年）、
『郡山ラプソディ』～麗しの20世紀少女歌集～（令和
元年）、歌劇『ふることぶみ2021』（令和3年）、歌劇
『ふることぶみⅡ』～愛と哀しみのヤマト篇～（令和
4年）と作品を重ねたうえで、本年12月に歌劇『ふる
ことぶみⅢ』～ゆらめく歴史篇～を上演することに
なりました。
古事記1300年の初演から足かけ11年、古事記三

部作の完成です。
神功皇后の遠征、仁徳天皇の治世を経て、聖徳太

子の時代が始まるまでを描く古事記の最終章は舞
台化が極めて難しいとされてきたそうですが、どの
ような仕掛けが飛び出すか、楽しみです。
連日の稽古も熱気を帯びてきました。
是非、お出かけください。

日　時 タイトル名 場所・座席 料　金 チケット
発売場所

未就
学児

12/16
（土）

開演14：00
（開場13：30）

奈良フィルサロンコンサート 
音楽の土曜日Vol.203 
～悠久の歴史を綴る洋楽の音色～

レセプション
ホール

全席自由
2,000円

発売中
ホ

※定員の80人になり次第締切。
×

出演：水口 真緒（ヴァイオリン）、岡野 弥生（ピアノ）、旭堂 南歌（講談師）
曲目：ラフマニノフ／前奏曲op.23-2、ショパン／ノクターン嬰ハ短調（遺作） ほか
講談：「天空の女帝」～持統天皇ものがたり～

１2/16
（土）

開演17：00
（開場16：30） 優良ホール100選認定10周年記念

大和郡山市民劇団「古事語り部座」公演 
歌劇 ふることぶみⅢ ～ゆらめく歴史篇～

大ホール
全席自由 1,000円 発売中

ホ  ロ  e+ —
１2/17
（日）

開演13：00
（開場12：30）

脚色・演出・出演：松村 武、音楽：サキタハヂメ、出演：大和郡山市民劇団「古事語り部座」

令和6年
1/21

（日）

開演15：00
（開場14：30）

奈良フィルニューイヤーコンサート2024
～オーケストラ名曲アルバム～

大ホール
全席指定

一般 3,000円
学生 1,500円
※当日500円増し。

発売中
ホ  ロ  e+ ×

指揮： 粟辻 聡、ソプラノ：大原 末子、テノール：鹿岡 晃紀、オーケストラ：奈良フィルハーモニー管弦楽団、合唱：奈良フィルハー
モニー混声合唱団、ナビゲーター：喜多野 美宇子

曲目：第１部 アンネンポルカ 鍛冶屋のポルカ、第２部 美しく青きドナウ フィンランディア ほか　

令和6年
3/17

（日）

開演14：00
（開場13：30） 桂二葉　独演会 小ホール

全席指定
3,000円

　※当日500円増し。

※ 12月9日（土）10:00～発売開始。
※ 発売初日の電話予約13:00～。

ホ  ロ  ぴ  e+
×

出演：桂 二葉 ほか

※チケット欄の記号＝発売場所　 ホ：DMG MORI やまと郡山城ホール窓口　 ぴ：チケットぴあ　 ロ：ローソンチケット　 e+：イープラス

12月16日(土) 17：00開演
12月17日(日) 13：00開演
DMG MORI やまと郡山城ホール・大ホール
☎54-8000 

歌劇『ふることぶみⅢ』

● 広報　つながり　令和5年12月1日号　No.129116


